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■研究最前線

 

遺伝的アルゴリズムの研究開発と応用

■カーナビの目的地ルート検索は「最適化」の例

─多くの選択肢の中から最も良いものを選ぶ「最適化手法」と
は？
 

 

 

■選択・交叉・突然変異を繰り返して“解”を探索

─遺伝的アルゴリズムとは？
 

“最適解”を
コンピュータ上で生成、実用化へ
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■生産計画、製品在庫の安定に寄与

─遺伝的アルゴリズムの応用例を挙げてください。
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─具体的に花田先生がかかわった工場の生産計画（スケジュー
リング）の例を挙げて説明してください。
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■実用性向上で強力な最適化手法に

─これからの研究課題は？
 

 

遺伝的オペレータを繰り返すことで探索を進める
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在庫のコントロールを目的としたスケジューリングの
数理モデル化と解法の開発
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1年間の各製品の
生産スケジュールの自動生成

セットアップ回数を保ちつつ、在庫の変異幅を半分に

空き倉庫容量の確保

遺伝的アルゴリズム（GA）

適応進化のメカニズムのイメージ

実問題への応用：部品工場の生産スケジューリング


